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視
察
報
告

　
十
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で
の
日
程
で
、

宮
崎
県
新
富
町
に
て
「
家
畜

伝
染
病
口
蹄
疫
対
策
」、
大

分
県
別
府
市
に
て
「
鉄
輪
（
か

ん
な
わ
）
温
泉
地
区
ま
る
ご

と
再
生
」
に
つ
い
て
調
査
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
四
月
二
十
日
、
日
本

で
は
十
年
振
り
に
発
生
し
た

宮
崎
県
で
の
口
蹄
疫
は
、
各

県
の
獣
医
師
や
自
衛
隊
、
警

察
を
派
遣
し
移
動
制
限
や
感

染
家
畜
の
殺
処
分
、
消
毒
等

の
防
疫
措
置
を
実
施
し
た
も

の
の
、
宮
崎
県
東
部
に
お
い

て
感
染
が
急
速
に
拡
大
し
、

八
月
二
十
七
日
に
宮
崎
県
知

事
に
よ
る
終
息
宣
言
が
発
表

さ
れ
る
ま
で
約
二
十
九
万
頭

の
家
畜
が
殺
処
分
さ
れ
る

と
い
う
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
新
富
町
で
も

十
八
例
の
発
症
が
確
認
さ

れ
、
殺
処
分
に
よ
り
六
月

三
十
日
に
は
新
富
町
か
ら
牛

や
豚
等
が
一
匹
も
い
な
く
な

る
と
い
う
予
想
も
し
得
な
か

っ
た
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
の
拡
大
に
伴
い
、
対

応
の
主
体
が
県
か
ら
町
に
委

ね
ら
れ
る
な
ど
の
混
乱
の

中
、
新
富
町
で
は
こ
の
非
常

事
態
に
全
庁
態
勢
で
取
り
組

み
、
昼
夜
を
問
わ
ず
目
に
見

え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
闘
い
続

け
ま
し
た
。
今
回
は
交
通
規

制
、
消
毒
、
処
分
地
の
確
保
、

殺
処
分
、
資
材
の
確
保
、
消

臭
対
策
、
健
康
対
策
等
の
発

生
か
ら
最
終
段
階
ま
で
の
対

応
方
法
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。
新
富
町
で
は
町
内
に

応
援
旗
を
掲
げ
た
り
、
畜
舎

の
消
毒
を
徹
底
す
る
日
を
設

け
る
な
ど
、
絶
対
に
口
蹄
疫

を
発
生
さ
せ
な
い
と
い
う
強

い
決
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
別
府
市
の
鉄
輪
温
泉
地
区

は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
湯
治
場

と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た

が
、
観
光
客
は
昭
和
五
十
一

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
と
情

緒
あ
る
温
泉
街
の
賑
わ
い
を

再
生
し
、
う
る
お
い
に
満
ち

た
湯
け
む
り
た
な
び
く
交
流

型
観
光
地
の
創
造
」
を
大
目

標
に
、
市
道
の
石
畳
化
、
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
、
街
路
灯
、

交
流
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
お
こ

し
セ
ン
タ
ー
、
情
報
板
、
駐

車
場
、
足
湯
、
温
泉
管
共
同

ボ
ッ
ク
ス
の
整
備
や
ポ
ス

タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
地
区
の
歴
史
や
特
性
を
生

か
し
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
筆
す

べ
き
は
、
行
政
主
導
で
は
な

く
、
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
地
区
の
共
栄
会
と
協
議

を
重
ね
事
業
を
進
め
た
こ
と

で
す
。
旅
館
組
合
の
方
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
視
察
時
の
案

内
や
観
光
案
内
を
買
っ
て
出

る
な
ど
、
自
分
た
ち
で
つ
く

り
上
げ
た
と
い
う
自
信
に
満

ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
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畜舎の消毒を呼び掛ける看板

　
十
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
八
日
ま
で
の
日
程
で
、

兵
庫
県
高
砂
市
に
て
「
高
砂

市
民
病
院
の
管
理
運
営
及
び

主
な
取
り
組
み
」、
岡
山
県

倉
敷
市
に
て
「
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
」
に
つ
い
て
調
査
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　
高
砂
市
民
病
院
は
、
平

成
二
年
に
移
転
新
築
し
、

昭
和
六
十
三
年
に
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
適
用
に

移
行
し
て
い
ま
す
。
平
成

十
九
年
度
に
不
良
債
務
が

二
十
六
億
七
千
五
百
万
円
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
年

度
か
ら
本
格
的
な
経
営
改
善

に
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
の
主
な

も
の
は
、
病
床
数
削
減
、
看

護
局
長
の
副
院
長
へ
の
登

用
、
職
員
の
意
識
改
革
、
院

内
発
表
会
の
開
催
、
医
師
の

待
遇
改
善
、
外
来
診
察
開
始

時
間
の
十
五
分
前
倒
し
、
収

益
確
保
対
策
、
費
用
削
減
対

策
等
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
加
え
て
、

市
か
ら
の
繰
入
金
や
公
共
病

院
特
例
債
の
発
行
に
よ
り
、

平
成
二
十
三
年
度
黒
字
化
の

目
標
を
平
成
二
十
二
年
度
に

は
達
成
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
院
内
発
表
会
に
よ

り
、
病
院
の
連
携
が
強
化
さ

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
認
定
看

護
師
の
取
得
を
後
押
し
す
る

こ
と
で
専
門
性
や
士
気
が
高

ま
り
、
結
果
的
に
患
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
市
に
お
い
て
も
、
既
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
も
あ

り
ま
す
が
、
全
国
的
な
医
師
、

看
護
師
不
足
の
中
で
、
院
内

発
表
会
の
強
化
な
ど
、
さ
ら

な
る
連
携
も
必
要
と
考
え
ま

す
。

　
倉
敷
市
で
は
、
平
成
十
七

年
に
資
源
循
環
型
廃
棄
物
処

理
施
設
（
ガ
ス
化
溶
融
炉
）

が
本
格
稼
働
し
た
こ
と
に
よ

り
、
ご
み
焼
却
で
す
べ
て
を

ガ
ス
化
さ
せ
、
そ
の
成
分
す

べ
て
を
再
利
用
す
る
こ
と

で
、
平
成
二
十
一
年
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
は
四
七･

八
％
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
家
庭
用
品
再
利

用
銀
行
、
天
ぷ
ら
油
か
ら
精

製
し
た
燃
料
で
の
ご
み
収
集

車
の
運
行
や
子
供
用
カ
ー
ト

の
体
験
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る

意
識
を
根
付
か
せ
る
機
会
を

提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
、
平
成
二
十
年
度
で
一
一

･

八
％
、
年
々
低
下
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
資
源
ご
み
集
団

回
収
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
参
加
団
体
は
減
少

傾
向
に
あ
る
た
め
、
啓
発
な

ど
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

牛乳パックからハガキをつくる体験学習

～
先
進
地
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
～


